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【主論文審査結果の要旨1

奥問らは論文において下記の内容を述べている。

わが国における肝細胞癌の多くは B型， C型肝炎を背気ーとしていたが、近年、非日

非 C型肝細1)1包絡の割合が増加している。また最近、非アルコーノレ性J脂肪性別.炎 (NASII)

を含む非アノレコー/レ性脂肪性肝疾風 (NAFLD)およびアノレコー/レ性肝陣容と si細胞披iの

関連が注目されている。そこで、非 B非 C型11干細胞痛における初回n千切除後の生存お
よび再発に影響を与える臨床病現学的因子を、特にアルコーノレ侠取:監と背景H干の病理

組織学的所見に注目し、日型および C型肝細胞痛と比較し検討を行った。

2000年 1月から 2013年 4月までに当科で初回肝切除が施行された 201例を対象

とし、まずウイルス性肝炎の存在により目型肝細胞姉 (BI昨:n=32)、C型11干細胞筋 (C

群: n=93)、非日非 C型H干術11JI包姐 (NBNCI洋: n=76)の 3群に分け、さらに NBNC群

をアルコール摂取量により非飲酒併(エタノール換算で 20g/day未満、 NALP:

n=30)および飲酒群(エタノー Jレ換算で 20g/day以上、 ALP:n=46)の 2群に分け、

初回肝切除後の生存および再発に影響を与える臨床病理学的悶子について比

較検討を行った。特に NBNC群に関しては、切除標本における背景肝の病理組

織所見に注目し、 NAFLDactivity score(NAS)および fibrosisの程度について

再評価を行った。

高血圧、糖尿病の合併率および飲酒率は、 NBNC群:47.4%/35.5%/ 61.聞と、 B群:

18.8首/12.0%/15.6国および C群・ 28.0世/21.5%/40.9属に比べ有意に高く、肝機能は NBNC

群がもっとも良好であった。 5年生存率は、 NBNC群は 74..1唱と、 B群の 49.1略や C群の



65.0覧と比較して良好であった (NBNC群 vs. B群 P = 0.031) 0 NBNC群における検討

では、 NALP群と ALP群との聞で、息者背景、術前・術中・術後因子および NASおよ

び fibrosisを含む病理組織学的所見に関してはいずれも有意差を認めなかったが、

NALP群で lobularinflammationが強い傾向を認めた。 5年生存率および無再発生存

率は、 NALP群は 84.4%/57.3唱と、 ALP群の 68.7%/31.9世に比べいずれも良好であ

る傾向を認めた。また、多変量解析により、 NBNC群における生存率に対する独立因子

として、 Child-Pugh B/C、intrahepaticmetastasisおよび extrahepaticrecurrence 

が同定された。

非 B非 C型肝細胞癌忠者は、 B型あるいは C型肝細胞癌患者と比較して、

生活習慣病との関連および良好な術前肝予備能によって特徴付けられ、その予

後は良好であった。また、非飲酒患者においては、飲酒患者よりも良好な予後

が期待できると考えられた。非 B非 C型肝細胞癌忠者の予後不良因子としては、

術前肝予備能不良および腫蕩進展度が同定された。 NASH を含め、 NAFLDと肝細

胞癌との関係を明らかにすべく背景肝の病理組織で NASを検討したが、これを

裏付ける結果は得られなかった。

以上のように本論文は、非B非C型肝細胞痛患者における臨床病理学的特徴とそ

の予後について、 B型およびC型肝細胞癌との比較において明らかにし、特に背

景l月干の病理組織学的所見およびアルコール摂取量に注目した点において希少

な論文であり、学術上極めて有益であり、学位論文として価値あるものと認めた。
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